
小中学生が日本の歴史と文化を楽しく学べる新しいシリーズ。

「れきはく」で知られる国立歴史民俗博物館が

確かな内容をやさしく解説。展示をもとにした

ストーリー性重視の構成で読みやすく、ジオラマや

復元模型、さまざまな道具など、各時代の人びとが

身近に感じられる図版も満載。展示ガイドにも最適な、

子どもから大人まで楽しめる「紙上博物館」！
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ど
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の人
ひと
はどんなくらしをしていたのかな？

人
ひと
やものはどのように行

い
き来

き
していたのかな？

外
がいこく
国とのつながりはあったのかな？

子
こ
どもたちが通

かよ
った「寺

てら
子
こ
屋
や
」ってどんなところ？

さあ、とびらを開
あ
けてのぞいてみよう！
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「れきはく」って

どんなところ？

総合展示 第1展示「
先史・古代」

2019年3月19日
リニューアルオープ

ン！

「れきはく」国立歴史民俗博物館は1983年にオープンしました。日本列島に人
類があらわれた数万年前から1970年代までの日本の歴史と文化について、約
9000点の資料を展示しています。ほかに約22万点の資料が収蔵庫という倉
庫に保存されています。れきはくのある場所は、江戸時代には佐倉城が、明治に
なってからは佐倉連隊のしせつがおかれ、現在は、佐倉城址公園と接しています。

※「こどもれきはく」ホームページより
住所 〒285-8502
        千葉県佐倉市城内町 117 番地
電話  043-486-0123（代表）
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国立の研究機関による最先端の研究成果をふまえた、
他では読めない確かな内容
子どもから大人まで楽しめる、
わかりやすい解説と豊富なカラー図版
ストーリー性を重視し、
歴 の大きな流れをつかめる構成
れきはくの展示ガイドとしても最適
1テーマが見開き2ページで完結し、
好きなところから読める
ジオラマや復元模型など、
博物館のビジュアルな展示を紙上に再現
Ｑ＆Ａやコラムをちりばめ、
読者の好奇心を刺激する工夫

シ
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ー
ズ
特
色

「
れ
き
は
く
」（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
）
の
展
示
は
最
新
の
研
究
成
果

を
も
と
に
し
た
最
高
水
準
の
展
示
で

す
。
こ
の『
れ
き
は
く
日
本
の
歴
史
』

（
全
５
巻
）
に
は
、
そ
の
展
示
が
多

く
の
き
れ
い
な
写
真
と
図
版
解
説
に

よ
っ
て
み
ご
と
に
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
図
版
を
通
じ
て
リ
ア
ル
な
歴
史
を

体
感
す
る
の
に
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
興
味
・
関
心
の
あ
る
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
、
日
本
の
歴
史
の
探
検

に
で
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
新
し

い
関
心
が
生
ま
れ
て
く
る
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

「
知
識
は
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
自
ら
獲
得
す
る
も
の
」

で
あ
る
べ
き
で
す
。
次
期
学
習
指
導

要
領
で
も
、「
公
共
の
図
書
館
や
博

物
館
、
資
料
館
な
ど
の
施
設
を
活
用

し
、
調
査
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
る
こ
と
」が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
れ
き
は
く
日
本
の
歴
史
』（
全
５

巻
）
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の

展
示
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
「
紙
上

博
物
館
」
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で

す
。
多
く
の
図
版
を
も
と
に
、
確
か

な
内
容
を
や
さ
し
く
解
説
し
た
本
シ

リ
ー
ズ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
調
べ

学
習
」
を
支
え
る
頼
も
し
い
味
方
に

な
る
で
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ュ
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図
版
を
通
じ
て

新
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な
歴
史
の

探
検
を
！

木
村
茂
光

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

「
調
べ
学
習
」を

支
え
る

頼
も
し
い
味
方由井

薗

健

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
教
諭

（
社
会
科
主
任
）

推 薦 の こ と ば

吉川弘文館

1 先史・古代
2 中世
3 近世
4 近代・現代
5 民俗

日
に
本
ほん
列
れっ
島
とう
には、いつ人

じん
類
るい
が住

す
み始
はじ
めたのかな？

水
すい
田
でん
稲
いな
作
さく
は人
ひと
びとの生

せい
活
かつ
を

どのように変
か
えたのかな？

なぜ巨
きょ
大
だい
な古

こ
墳
ふん
がつくられたのかな？

日
に
本
ほん
が国

こっ
家
か
としてまとまるまでの

3万
まん
年
ねん
以
い
上
じょう
にわたる歴

れき
史
し
をたどってみよう！

文
ぶん
明
めい
開
かい
化
か
で日

に
本
ほん
はどう変

か
わったのかな？

産
さん
業
ぎょう
の発
はっ
展
てん
、社
しゃ
会
かい
の近
きん
代
だい
化
か
は

何
なに
をもたらしたのだろう？
戦
せん
前
ぜん
・戦
せん
中
ちゅう
・戦
せん
後
ご
はどんなくらしをしていたのかな？

現
げん
在
ざい
のわたしたちに直

ちょく
接
せつ
つながる

身
み
近
ぢか
な歴
れき
史
し
を見

み
にいきましょう。

先史・古代

中世

近世

民俗

平
へいあん
安の都

みやこ
で貴

き
族
ぞく
はどのようにくらしていたのだろう？

武
ぶ
士
し
はいつも戦

たたか
っていたのかな？

農
のう
民
みん
や職
しょく
人
にん
・商
しょうにん
人はどんな仕

し　ごと
事をしていたの？

さまざまな人
ひと
びとが生

せい
活
かつ
し、世

せ
界
かい
とのつながりもあった

中
ちゅう
世
せい
日
に
本
ほん
へ探
たん
検
けん
に行

い
こう！

わたしたちはどのようなくらしをしてきたのかな？
昔
むかし
のくらしと今

いま
のくらしの同

おな
じところ、

変
か
わったところはどこかな？

みなさんが、なにげなく過
す
ごしている

「ふだんのくらし」を見
み
つめなおしてみましょう。
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ン！

「れきはく」国立歴史民俗博物館は1983年にオープンしました。日本列島に人
類があらわれた数万年前から1970年代までの日本の歴史と文化について、約
9000点の資料を展示しています。ほかに約22万点の資料が収蔵庫という倉
庫に保存されています。れきはくのある場所は、江戸時代には佐倉城が、明治に
なってからは佐倉連隊のしせつがおかれ、現在は、佐倉城址公園と接しています。

※「こどもれきはく」ホームページより
住所 〒285-8502
        千葉県佐倉市城内町 117 番地
電話  043-486-0123（代表）

'19.4

国立の研究機関による最先端の研究成果をふまえた、
他では読めない確かな内容
子どもから大人まで楽しめる、
わかりやすい解説と豊富なカラー図版
ストーリー性を重視し、
歴 の大きな流れをつかめる構成
れきはくの展示ガイドとしても最適
1テーマが見開き2ページで完結し、
好きなところから読める
ジオラマや復元模型など、
博物館のビジュアルな展示を紙上に再現
Ｑ＆Ａやコラムをちりばめ、
読者の好奇心を刺激する工夫

シ
リ
ー
ズ
特
色

「
れ
き
は
く
」（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
）
の
展
示
は
最
新
の
研
究
成
果

を
も
と
に
し
た
最
高
水
準
の
展
示
で

す
。
こ
の『
れ
き
は
く
日
本
の
歴
史
』

（
全
５
巻
）
に
は
、
そ
の
展
示
が
多

く
の
き
れ
い
な
写
真
と
図
版
解
説
に

よ
っ
て
み
ご
と
に
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
図
版
を
通
じ
て
リ
ア
ル
な
歴
史
を

体
感
す
る
の
に
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
興
味
・
関
心
の
あ
る
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
、
日
本
の
歴
史
の
探
検

に
で
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
新
し

い
関
心
が
生
ま
れ
て
く
る
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

「
知
識
は
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
自
ら
獲
得
す
る
も
の
」

で
あ
る
べ
き
で
す
。
次
期
学
習
指
導

要
領
で
も
、「
公
共
の
図
書
館
や
博

物
館
、
資
料
館
な
ど
の
施
設
を
活
用

し
、
調
査
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
る
こ
と
」が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
れ
き
は
く
日
本
の
歴
史
』（
全
５

巻
）
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の

展
示
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
「
紙
上

博
物
館
」
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で

す
。
多
く
の
図
版
を
も
と
に
、
確
か

な
内
容
を
や
さ
し
く
解
説
し
た
本
シ

リ
ー
ズ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
調
べ

学
習
」
を
支
え
る
頼
も
し
い
味
方
に

な
る
で
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

図
版
を
通
じ
て

新
た
な
歴
史
の

探
検
を
！

木
村
茂
光

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

「
調
べ
学
習
」を

支
え
る

頼
も
し
い
味
方由井

薗

健

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
教
諭

（
社
会
科
主
任
）

推 薦 の こ と ば

吉川弘文館

1 先史・古代
2 中世
3 近世
4 近代・現代
5 民俗

日
に
本
ほん
列
れっ
島
とう
には、いつ人

じん
類
るい
が住

す
み始
はじ
めたのかな？

水
すい
田
でん
稲
いな
作
さく
は人
ひと
びとの生

せい
活
かつ
を

どのように変
か
えたのかな？

なぜ巨
きょ
大
だい
な古

こ
墳
ふん
がつくられたのかな？

日
に
本
ほん
が国

こっ
家
か
としてまとまるまでの

3万
まん
年
ねん
以
い
上
じょう
にわたる歴

れき
史
し
をたどってみよう！

文
ぶん
明
めい
開
かい
化
か
で日

に
本
ほん
はどう変

か
わったのかな？

産
さん
業
ぎょう
の発
はっ
展
てん
、社
しゃ
会
かい
の近
きん
代
だい
化
か
は

何
なに
をもたらしたのだろう？
戦
せん
前
ぜん
・戦
せん
中
ちゅう
・戦
せん
後
ご
はどんなくらしをしていたのかな？

現
げん
在
ざい
のわたしたちに直

ちょく
接
せつ
つながる

身
み
近
ぢか
な歴
れき
史
し
を見

み
にいきましょう。

先史・古代

中世

近世

民俗

平
へいあん
安の都

みやこ
で貴

き
族
ぞく
はどのようにくらしていたのだろう？

武
ぶ
士
し
はいつも戦

たたか
っていたのかな？

農
のう
民
みん
や職
しょく
人
にん
・商
しょうにん
人はどんな仕

し　ごと
事をしていたの？

さまざまな人
ひと
びとが生

せい
活
かつ
し、世

せ
界
かい
とのつながりもあった

中
ちゅう
世
せい
日
に
本
ほん
へ探
たん
検
けん
に行

い
こう！

わたしたちはどのようなくらしをしてきたのかな？
昔
むかし
のくらしと今

いま
のくらしの同

おな
じところ、

変
か
わったところはどこかな？

みなさんが、なにげなく過
す
ごしている

「ふだんのくらし」を見
み
つめなおしてみましょう。

近代・現代

33

44

55

'19.4

リニューアルオープ
ン！

リニューアルオープ
ン！

978-4-642-09149-7

完結！

吉川弘文館吉川弘文館

こ
こ
で
し
か
読
め
な
い

　
　確
か
な
内
容
を
、

　
　
　
　楽
し
く
！

　
　
　わ
か
り
や
す
く
！

全5巻

国立歴史民俗博物館 編
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4 5最終氷期に生きた人々

ア フリカで約20万年前に誕生した、
われわれと同じ現

げん

生
せい

人
じん

類
るい
（ホモ・サ

ピエンス）は6万年前ごろから世界各地へと
拡
かく

散
さん

し、日本列島には約3万7000年前に
たどり着き、遺

い

跡
せき

にさまざまな石
せっ

器
き

を残
しました。日本の旧

きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい
（約3万7000

年前〜1万6000年前）の始まりです。
　そのころ、日本列島にはナウマンゾウ
やオオツノジカなど、現在では絶

ぜつ

滅
めつ

して
しまった超大型の動物がくらしていまし
た。旧石器時代人の狩

しゅ

猟
りょう

の対象になって
いたのかはよくわかっていません。

人
じん

類
るい

はいつ日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

へ？

日本列島
3万 7000 年前

現在よりも海水準が 120ｍ低い時の海岸線（約 3万～ 2万年前）

最も拡大した頃の氷床の分布

10万～ 5万年前？

5万～ 4万年前？

5万年前

3000 年前 1万 3000 年前

1万 3500 年前

1万 4000 年前

日本列島
3万 7000 年前

4万 2千年前

10万～ 5万年前？

5万～ 4万年前？

5万年前

3000 年前 1万 3000 年前

1万 3500 年前

1万 4000 年前

展示室で
さがしてみよう

沖縄県港
みなと

川
がわ

1号人骨
（約２万年前）

4万年前のナウマンゾウ

環
かん

状
じょう

のキャンプと落
お

とし穴
あな

磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

と砥
と

石
いし

3万4000年前ごろの遺跡には、直径
70メートルもの範

はん

囲
い

に石
せっ

器
き

が広がる
ことから環

かん

状
じょう

のキャンプ（集
しゅう

落
らく

）が
あったことや、動物を狩

しゅ

猟
りょう

する落
お

と
し穴
あな

猟
りょう

が行われていたことなどがわ
かっています。

千葉県泉北側第3遺跡の環状のキャンプ跡

落とし穴
あな
猟

りょう

神奈川県船
ふな
久
く
保
ぼ
遺跡の落とし穴状土

ど
坑
こう
（約3万2000年前）

長野県日
ひなた
向林

ばやし
B遺跡の石

せき
斧
ふ
と砥

と
石
いし

（約3万4000年前）

世界最古の磨
ま

製
せい

石器と
される、みがかれた石

せき

斧
ふ

も多くの遺跡から発
見されます。小さくな
った斧は皮なめしにも
使われたようです。

千葉県泉北側第3遺跡の環状のキャンプ跡

約 68 × 46m の範
はん
囲
い
に

石器が分
ぶん
布
ぷ
。

直径 1m・深さ 1.5m
ほどの穴が列状に数十
基ならぶこともある
よ。

ほぼ全身が残る日本の
旧石器時代で唯一の人
骨。身長は153cm。

環状のキャンプ

石斧で木を切りたおす

石斧をみがく

40 41おそれと祈り

鬼
お に

・天
てん

狗
ぐ

・河
かっ ぱ

童をはじめ、現代の口
さけ女までたくさんの妖

よう

怪
かい
（化

ば

け

物
もの

）が知られています。妖怪は、ふしぎ
な現象をもたらす超

ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

な存在といっ
てよいでしょう。
　江戸時代には、妖怪の言い伝えをもと
にした本が出版されました。また、絵

え

巻
まき

や錦
にし

絵
きえ
（多

た

色
しょく

刷
ず

りの浮
うき

世
よ

絵
え

）などにもえがか
れ、化

ば

け物
もの

双
すご

六
ろく

やカルタが作られました。

左は、屋
や

敷
しき

にあらわれたクモの妖
よう

怪
かい

や
見
み

越
こ

し入
にゅう

道
どう

におどろく武
ぶ

将
しょう

たち。下は、
「舌
した

切
き

りすずめ」のお話の最後の場面で、
つづらからいろいろな妖怪が出てきた
ところ。

錦
にしき

絵
え

にえがかれた妖
よう

怪
かい

股
また

のぞきや狐
きつね

の窓
まど

からのぞくと、
相手の正

しょう

体
たい

が見えると伝えられ
ています。

もし妖
よう

怪
かい

にであったら

股
また

のぞき
幽
ゆう

霊
れい

船
せん

が見えるといわれ
ています。

狐
きつね

の窓
まど

指を組んで、「正
しょう

体
たい

をあらわ
せ」と3回唱えてからのぞ
くと、化

ば

け物
もの

の元の姿が見
えると書かれています。

百
ひゃっ

鬼
き

夜
や

行
ぎょう

絵
え

巻
まき
（→42・43ペー

ジ）に出てくる妖
よう

怪
かい

たちがフィ
ギュアになったよ。

展示室で
さがしてみよう

（→42・43ペー
妖怪

かい

たちがフィ
ギュアになったよ。

さがしてみよう妖
よう

怪
かい

の世界

が知られています。妖怪は、ふしぎ
な存在といっ

　江戸時代には、妖怪の言い伝えをもと
絵巻

まき

などにもえがか
やカルタが作られました。

ギュアになったよ。

72 73ひろがる世界

種
たね

子
が

島
しま

に伝わった鉄砲は、すぐに日本のあちこちで作られる
ようになりました。なかでも薩

さつ

摩
ま
（鹿

か

児
ご

島
しま

）、堺
さかい
（大
おお

阪
さか

）、紀
き

伊
い

（和
わ

歌
か

山
やま

）の鉄砲が有名です。戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

たちは戦
たたか

いに鉄砲を使
うようになり、戦いかたも大きく変わりました。そして、天

てん

下
か

統
とう

一
いつ

までのスピードがアップしたのです。やがて平和な江
戸時代がおとずれると、砲

ほう

術
じゅつ

が武
ぶ

芸
げい

のひとつになり、たくさ
んの秘

ひ

伝
でん

書
しょ

がつくられました。

鉄板をはりめぐらしたよろい・かぶと砲
ほう

術
じゅつ

を伝える稲
いな

富
どめ

流
りゅう

の秘
ひ

伝
でん

書
しょ

鉄砲の弾
たま
をふせぐために、よ

ろいやかぶとも頑
がん
丈
じょう
なものに

変わっていったよ。くわしく
は44～ 45ページを見てね。

薩摩

種子島

紀伊

堺

マラッカタイプの火縄銃

薩
さつ

摩
ま

筒
づつ

紀
き

州
しゅう

筒
づつ

堺
さかい

筒
づつポ ルトガルの商

しょう

人
にん

たちは強力な武
ぶ

器
き

をもっていました。そう、鉄
てっ

砲
ぽう

で
す。
　1543（天

てん

文
ぶん

12）年、九
きゅう

州
しゅう

の種
たね

子
が

島
しま

に中
国のジャンク船が流れ着きました。そこ
には中国の商人たちがたくさん乗ってい
ましたが、2人のポルトガルの商人もま

じっていて、種子島時
とき

尭
たか

に鉄砲をプレゼ
ントしました。これが鉄砲伝

でん

来
らい

です。
　この鉄砲はヨーロッパで作られたので
はなく、東

とう

南
なん

アジアのマラッカ（いまのマレ
ーシア）で作られたものでした。このころ
ポルトガルはマラッカを治

おさ

めていて、ア
ジアに向かうための基

き

地
ち

としていました。

鉄砲の弾
たま

をとばすには火
か

薬
やく

に火をつけて
爆
ばく

発
はつ

させなければなりません。まず「火
ひ

縄
なわ

」を「火縄通しの穴」からとおします。
つぎに「火ばさみ」で「火縄」をはさみ、
火をつけます。そして、「引金」をひくと、
「火ばさみ」が下に動いて、「火

ひ

皿
ざら

」の火
薬に火がつき、爆発するのです。このた
め鉄砲は火

ひ

縄
なわ

銃
じゅう

ともいいます。

火
ひ

縄
なわ

銃
じゅう

鉄
てっ

砲
ぽう

はどこから来た？

火
ひ

縄
なわ

通
とお

しの穴

火ばさみ

火
ひ

縄
なわ

前目
め

当
あて

火
ひ

皿
ざら

銃
じゅう

身
しん

先目
め

当
あて

巣
す

口
ぐち

（銃
じゅう

口
こう

）

カルカ（さく杖
じょう

）

台
だい

木
ぎ

火ぶた

用
よう

心
じん

金
がね

引
ひき

金
がね

8 9近代のはじまり

着
き
物
もの

やはかま姿の女の子たちが、そ
ろって前を向き、足し算と引き算

の勉強をしています。現在のように、前
に先生がいて、みんなでいっせいに同じ
内容を勉強するというのは、明治になっ
てからの新しい学校のスタイルなのです。
また、西洋から取り入れた音楽や体育な
どの新しい教科の勉強も始まりました。
江
え

戸
ど

時代の寺
てら

子
こ

屋
や

では、それぞれ別の教

科書を使って、各自読み書きを勉強して
いました。
　明治政府は、1872（明治５）年に「学

がく

制
せい

」という制度をつくり、全国に小学校
を建てて、6歳

さい

以上のすべての子どもたち
に教育を受けさせるよう定めました。し
かし、実際には、農作業や家の手伝いを
するため、学校に通えない子どもたちも
いました。

学校ができた！

音楽の授業

体育の授業

モダンな校
こう

舎
しゃ

小学校では、西洋音楽を取り入れた「唱
しょう

歌
か

」の授業が始まりました。先生の弾
ひ

く
オルガンに合わせてみんなで歌を歌いま
す。オルガンは、唱歌の伴

ばん

奏
そう

に使われて、
全国の小学校に広まりました。

明治時代には、アレイやこんぼうなどの道具を使った体
たい

操
そう

が
行われました。先生のかけ声にあわせて、いっせいに動く
というもので、健康な体をつくるほか、集団行動を身につ
けるという目的もありました。全国で行われましたが、実
際にはあまり人気がなかったようです。

舂
つき

米
よね

学校という小学校の校
こう

舎
しゃ

です。一見
すると、洋風の建築に見えますが、屋

や

根
ね

瓦
がわら

や、てっぺんのシャチホコなど、和の
要
よう

素
そ

も取り入れられています。地元の人
びとがお金を出し合って、1876（明治
９）年にこの校舎を建てました。

小学校では、西洋音楽を取り入れた「唱
しょう

山
やま
葉
は
寅
とら
楠
くす
が製作したオルガ

ン。山葉寅楠は、ヤマハの
創
そう
業
ぎょう
者
しゃ
だよ。

木のアレイが使われたよ。

アレイを使った体
たい
操
そう
はどれかな？これは模

も
型
けい
。実際の建物は、

山
やま
梨
なし
県
けん
富
ふ
士
じ
川
かわ
町
ちょう
にあるよ。

けるという目的もありました。全国で行われましたが、実
際にはあまり人気がなかったようです。

木のアレイが使われたよ。

ン。山葉寅楠は、ヤマハの

組見本
縮尺 50%

１テーマ見開き２ペー
ジ。迫力ある大きな図
版でわかりやすい。拡
大図を入れるなど、細
部まで読みとる工夫
もいっぱいです。
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34 35都市の時代

町の人気スポット 江
え

戸
ど

橋
ばし

広
ひろ

小
こう

路
じ

江戸の町に生きる人びと

モノを売る人

力で生きる人

モノを買いにくる人

江戸の町に生きる人びと江戸の町に生きる人びと江戸の町に生きる人びと

モノを買いにくる人

すいか売り

虫売り

かごかき

土
ど

方
かた

人
にん

足
そく

青
あお

物
もの

売り

農民

モノを買いにくる人モノを買いにくる人

農民

江戸の町方で土地を買ったり借り
たりして店をかまえるには、大金
が必要です。そのため、道路でモ
ノを売って歩く人びとがたくさん
いました。にぎやかな物売りの声
がきこえてくるようです。

電気もガソリンもない
江戸時代、人の力も
大切でした。

肥
こえ

桶
おけ

を担いで、畑の肥やしに
するために町でウンチとオシ
ッコを買ってかえります。

力で生きる人

かごかき

ど かたにん

技
わざ

で生きる人

芸
げい

能
のう

や宗
しゅう

教
きょう

で生きる人

医者

女芸人

女
おんな

髪
かみ

結
ゆい

願
がん

人
にん

お客の家をまわって女の人
の髪を結いました。幕府は、
女は自分で髪を結いなさい
といって女髪結を禁止しま
したが、頼む人はなくなり
ませんでした。

おどりながら、おもしろおかしい歌を
うたい、人びとの人気を集めました。

が必要です。そのため、道路でモ
ノを売って歩く人びとがたくさん
いました。にぎやかな物売りの声
がきこえてくるようです。

肥
こえ

桶
おけ

を担いで、畑の肥やしに
するために町でウンチとオシ
ッコを買ってかえります。

で生きる人

医者

女
おんな

髪
かみ

結
ゆい

お客の家をまわって女の人
の髪を結いました。幕府は、
女は自分で髪を結いなさい
といって女髪結を禁止しま

人
にん

といって女髪結を禁止しま
したが、頼む人はなくなり
ませんでした。

おどりながら、おもしろおかしい歌を

といって女髪結を禁止しま
したが、頼む人はなくなり
ませんでした。

かごかき

人
にん

足
そく

電気もガソリンもない
江戸時代、人の力も

かごかき

にんそく

芸
げい

能
のう

や宗
しゅう

教
きょう

で生きる人

女芸人

こども

わ ー、人がいっぱい！　ここは、日
に

本
ほん

橋
ばし

と江
え

戸
ど

橋
ばし

のあいだの江戸橋広
ひろ

小
こう

路
じ

。
　左側の三角形の場所が、広小路です。
広小路は、もともと火事が広がるのを防

ふせ

ぐために作られた広場で、火
ひ

の見
み

やぐら
も見えます。
　川には、荷

に

物
もつ

の積みおろしをする河
か

岸
し

が
作られ、米や野菜、魚などが各地から運

はこ

ばれてきました。広場には、荷物を運ん
できた牛をつないでおく場所もあります。
100万人をこえる人びとのくらしは、こ
うして運ばれてきた物

ぶっ

資
し

によって支えら
れました。
　江戸橋広小路には、たくさんの人が集
まるので、床

とこ

店
みせ

という古着や食べ物を売
る露

ろ

店
てん

がならび、江戸でも一、二をあら
そう盛

さか

り場
ば

になりました。
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近代近代
現代中世

国立歴史民俗博物館国立歴史民俗博物館

先史先史先史先史先史先史先史先史先史先史先史・・古代古代

第１巻の目次
最終氷期に生きた人々
多様な縄文列島
水田稲作のはじまり
倭の登場
倭の前方後円墳と東アジア
古代国家と列島世界

第2巻の目次
都で花開いた貴族の文化
武士の時代の幕開け
戦国大名と町のくらし
躍
やく

動
どう

する民衆
ひろがる世界

第3巻の目次
江戸図屛風の世界
世界のなかの日本
都市の時代
人とモノのながれ
ようこそ寺子屋「れきはく」へ
新しい時代の息吹

第4巻の目次
近代のはじまり
発展する産業
都市の生活と文化
戦争と人びとのくらし
戦後日本の出発

第5巻の目次
くらしと技
おそれと祈り
「いま」をみつめるために「いま」をみつめるために「いま」をみつめるために

都市の生活と文化都市の生活と文化都市の生活と文化
戦争と人びとのくらし戦争と人びとのくらし戦争と人びとのくらし
戦後日本の出発戦後日本の出発戦後日本の出発

悪ヶ谷出土袈裟襷文銅鐸
（東京国立博物館＊原品所蔵）

色々威腹巻大袖付
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